
 

 

令和６年２月 13 日 

鉄道局都市鉄道政策課 

今後の都市鉄道整備の促進策のあり方に関する検討会（第１回） 

の開催について 

 

○ 都市鉄道は、都市の社会経済活動を支える重要な基盤で、その利用を促進していくことは

2050 年カーボンニュートラル・脱炭素社会を実現する上でも重要です。 

○ 一方で、コロナ禍の影響により鉄道事業者の経営・財務状況は悪化しており、また、テレ

ワークなど人々の行動様式の変容や中長期的な人口減少により今後は輸送需要の大幅な

拡大が見込めないなど、都市鉄道を取り巻く環境も大きく変化しています。 

○ そうした中でも、利用者ニーズに的確・迅速に応える都市鉄道の着実な整備に向けて、多

様な主体に幅広く受益する都市鉄道整備の性質に着目しながら、今後の都市鉄道整備の促

進策のあり方を議論します。 

１．日 時：令和６年２月 15 日（木）16:30～18:00（対面形式と WEB 形式の併用） 

２．場 所：国土交通省 都市局局議室 

３．議 事： 

（１）「今後の都市鉄道整備の促進策のあり方に関する検討会」の設置について 

（２）都市鉄道を取り巻く現状及び鉄道整備に向けた制度について 

（３）本検討会でご議論いただきたい視点について（案） 

（４）今後のスケジュール（予定）及びヒアリングの進め方について 

４．委 員：別紙のとおり 

５．その他： 

 会議は非公開ですが、報道関係者を対象に冒頭のみ撮影可能です。撮影を希望される

方は、２月 14 日（水）15 時までに、件名を【第１回撮影希望】として、【氏名（ふ

りがな）、所属、電話番号】を登録願います。 

送付先：hqt-toshitetsudou_seisaku04★gxb.mlit.go.jp 

※★を＠に置き換えてください 

 当日の会議資料及び議事概要については、後日、国土交通省ホームページにて公開い

たします。 

https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_fr4_000025.html 

 

【問い合わせ先】鉄道局都市鉄道政策課 髙椙、宮田、遠藤 

電話：03-5253-8111（内線 40402,40412,40414） 

直通：03-5253-8534   

 

利用者ニーズに的確・迅速に応える都市鉄道の着実な整備に向けて、多様な主体に幅広

く受益する都市鉄道整備の性質に着目しながら、今後の都市鉄道整備の促進策のあり方を

議論するため、本検討会を立ち上げます。 
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